「おい、あそこの壁の前に、なにかが置いてあるのが見えるぞ」
えつり目の悪いジェフが、メガネを動かしながら、前方をじっと見すえる。
「間違いない。俺は、少しだけど夜目が利くんだ」
書うが早いか、壁のほうへ走りよるブー。ぼくらのほうへ再び帰ってきたときは、手にい
のちのうどんを持っていた。さ、さすが………。
りいのちのうとん』を入手した。アイテムリストにチエックして………
365へ
495
西の通路を違んで進んで行くと、壁につきあたった。そこには木のがついて
〓円サが座つていた。「この先へ行きたいならビザを下サル?」って言うんだけ。
406へ
じザがあれば…………126〓●なければ…406
●ピザがあれば
ピザがあれば……………126へ●なければ
●なければ……406〓
406
でも……ぼくはいいけれど、みんなは、それでいいのかい?
ぼくは仲間たちに聞いてみた。こんな大事なことを、ほくし人の考えで決めてしまって
はいけないと思ったからだ。
「なんだったら、ぼく1人で……」

